
午前（09:45～ 12:30）
スペシャルセッション ｢2005/06年の異常な冬につい
て ｣I

座長：猪上 淳（IORGC）
A101 中井専人・岩本勉之（防災科研）他 3 名　2005/2006

冬季に中越地域近辺で観測された降雪系

A102 石坂雅昭・中井専人（防災科研）他 4名　新潟県中越
における降雪分布と降雪モード・降雪粒子の関係

A103 山口悟・佐藤篤司（防災科研）　積雪構造からみた平
成 18 年豪雪の特徴

A104 岩本勉之・中井専人（防災科研）他 2 名　2005/2006
年冬季の降雪パターンと風との関係

A105 加藤輝之・林修吾（気象研）　雲解像モデルが予想し
た雲頂高度から見た 2005 年 12 月の豪雪－積乱雲の
潜在的発達高度との整合性について－

A106 渡邊明（福島大理工）　2006 年冬季の東北地方の降雪
特性

座長：本田明治（FRCGC）
A107 遊馬芳雄（北大院理）・吉田聡（地球シミュレータ）　

2005/06 年冬季の爆弾低気圧の特徴

A108 大野祐子（海洋大院）・岩坂直人（海洋大 /JAMSTEC）
北太平洋中緯度域における混合層の年々変動

A109 立花義裕（東海大 /IORGC）・高野陽平（東海大理）　
熱源・水蒸気源解析からみた 2005 年 12 月の日本海・
オホーツク海および大気大循環の異常

A110 張 寅 生（IORGC）　Recent Changing in Snow Cover 
in Mongolia and its possible hydrological consequence 
[OHP]

A111 杉浦幸之助・門田勤（IORGC）他 9 名　2002-2006 年
モンゴル・トーレ川流域積雪調査

A112 飯島慈裕・遠藤伸彦（IORGC）他 3 名　2005/2006 年
冬季の東シベリア・モンゴル地上観測結果

午後（13:30～ 17:00）
スペシャルセッション ｢2005/06年の異常な冬につい
て ｣II

座長：高谷康太郎（FRCGC）
A151 猪上淳・菊地隆（IORGC）　2005 年の北極海における

海氷減少 －ブイ観測から－

A152 本田明治（FRCGC）・猪上淳（IORGC）　冬季日本の
寒さにかかわる夏季北極海の海氷面積異常

A153 楠昌司（気象研）・共生プロジェクト課題 4 全球モデ
ルグループ　20km 格子全球大気モデルによる冬季
東アジアモンスーンの再現性

A154 宮崎千尋（地球研）・安成哲三（名大地球水循環）　ア
ジアにおける冬季地上気温の主要モードからみた
2005/06 年の日本の寒冬の原因

A155 久保田尚之・清木亜矢子（IORGC）他 6名　熱帯西部
太平洋で観測した 2005/06 年冬季の多雨とMJO に
伴う降雨帯の北偏について

A156 森正人・小山博司（北大院地球環境）他 1名　2005 年
12 月の「北極振動」の励起と予測可能性

A157 田中博（筑波大計算科学）・加藤真吾（筑波大自然）　
順圧大気大循環モデルによる北極振動指数の予測 - 
2005 年 12 月の事例解析 -

A158 高谷康太郎（FRCGC）・中村尚（東大院理 /FRCGC）
冬季東アジアモンスーンと熱帯SST との関連につい
て

座長：中村 尚（東大院理 /FRCGC）
A159 小寺邦彦（名大院環境）・K. Krüger（Kiel Univ.）　

2005/06 年冬の寒波と成層圏循環

A160 西井和晃・中村尚（東大院理）　2006 年 1 月の成層圏
突然昇温期間中の対流圏循環偏差場の特徴

A161 一丸知子（九大院理）他　2005/06 年北半球冬季の成
層圏突然昇温とその予測可能性

A162 向川均（京大防災研）・廣岡俊彦（九大院理）他 1名　
成層圏突然昇温の前駆現象に関するGCM数値実験

A163 松枝未遠（筑波大院生命環境）・経田正幸（気象庁数値
予報）他 2名　マルチセンターグランドアンサンブル
の日別予報成績 -2005 年 12 月の事例解析 -

A164 稲葉守生・小寺邦彦（気象研）　全球大気モデルによ
る 2005 年 12 月の予報における初期値及び海面水温
依存性

A165 前田修平・佐藤均（気象庁気候情報）他 2名　2005 年
12 月の偏西風の異常とその 1か月数値予報

大会第１日〔10月 25日（水）〕　A会場

（　　は講演者を表す．[OHP] は OHPを使用する講演を示す．）



午前（09:45～ 12:30）

気候システム I

座長：尾瀬智昭（気象研）
B101 美山透・杉浦望実（FRCGC）他 8名　4D-VAR結合同

化手法を用いた気候変動研究－インド洋ダイポール
モードを解析例としてー

B102 望月崇・杉浦望実（FRCGC）他 9名　四次元変分法を
用いた結合データ同化システムによる 97/98 エルニ
ーニョ再現実験

B103 尾瀬智昭（気象研）　CEOP 地上観測地点データを利
用した JRA-25 再解析データの検証

B104 高橋清利（気象研）・釜堀弘隆（気象庁気候情報）他 2
名　JRA-25 同化システムによる SSM/I 可降水量同
化の効果

B105 千葉長（気象研）・釜堀弘隆（気象庁）他 2名　JRA-25
同化システムによる SSM/I 可降水量同化の効果－そ
の 2( 緯度帯で見た違い )

B106 井上智亜・植田宏昭（筑波大院生命環境）　高解像度
衛星データを利用したベンガル湾の日変化に見られ
る大気ー海洋結合過程

B107 中澤哲夫（気象研）　台風の日本上陸・接近とエルニ
ーニョ現象との関連について

B108 吉村純（気象研）・大内和良（AESTO/ 気象研）他 4
名　20km格子全球大気モデル実験における台風 －
AMIP 型 20 年積分におけるENSOとの関係

B109 渡部雅浩・樋口麻衣（北大院地球環境）　AGCMと
CRMを用いた夏季中緯度海洋上の下層雲のオフラ
インシミュレーション ( 続 )： メソスケール対流の効
果

B110 見延庄士郎（北大院理）　黒潮・親潮続流域における
01/02 年水温低下の大気への影響

B111 木村富士男（筑波大院生命環境）・鬼頭昭雄（気象研）
温暖化によるトルコにおける積雪水量の変化

B112 森岳史（日大院総合基礎科学）　東南アジアモンスー
ンが北半球の大気場へ及ぼす影響

午後（13:30～ 17:00）
スペシャルセッション ｢ 高解像度気候モデルによる
中層大気研究の可能性 ｣

座長：河谷芳雄（FRCGC）
B151 佐藤薫（東大院理）・高橋正明（東大気候システム）他

3名　高解像度気候モデルによる中層大気研究の可
能性

B152 荻野慎也（IORGC/ 神戸大院自然）　ラジオゾンデ観
測による成層圏重力波の研究

B153 中村卓司（京大生存圏研）・塩川和夫（名大 STE 研）
他 2名　地上からの光学・電波による中間圏重力波
の観測

B154 津田敏隆（京大生存研）　成層圏における大気重力波
のGPS 掩蔽観測

B155 Luce Hubert（Toulon South Univ.）・深尾昌一郎
（京大生存研）他 2 名　High-resolution observations 
of the lower atmosphere with the MU radar using 
multi-frequency range imaging

B156 渡辺真吾（FRCGC）　重力波抵抗パラメタリゼーショ
ン関連のレビュー

B157 柴田清孝（気象研）　重力波パラメタリゼィションと
QBO

座長：渡辺真吾（FRCGC）
B158 宮原三郎（九大院理）　慣性重力波にも適用可能な 3

次元Wave Activity Flux

B159 河谷芳雄（FRCGC）・高橋正明（東大気候システム）他
3名　大気大循環モデルを用いた内部重力波の解析

B160 堀之内武（京大生存研）　大気重力波と熱帯中層大気
の高解像度モデリング

B161 杉本憲彦（名大院工）・石岡圭一（京大院理）他 1名　
ジェットから出る重力波 ―レビュー及び簡略化モデ
ルを用いた研究成果―

B162 稲津將・木本昌秀（東大気候システム）他 1名　温暖
化気候における成層圏突然昇温

B163 水田亮（AESTO）・楠昌司（気象研）他 1名　20km格
子全球大気モデルにおける成層圏・対流圏間輸送

B164 宮崎和幸・渡辺真吾（FRCGC）他 1名　高解像度気候
モデルを用いた上部対流圏 - 下部成層圏での物質輸
送過程の研究

B165 冨川喜弘（極地研）・佐藤薫（東大院理）他 3名　極渦
時間発展の改良ラグランジュ平均解析

大会第１日〔10月 25日（水）〕　B会場

（　　は講演者を表す）



午前（09:45～ 12:30）

熱帯大気

座長：橋口典子（京大生存研）
C101 中澤哲夫（気象研）・内山達（JST）他 1 名　TRMM 

3G68 データに見る PRと TMI の降水量推定差につ
いて

C102 伍培明・佐々木太一（IORGC）他 3名　カリマンタン
島における局地循環及び雲対流の日変化

C103 山本真之・堀之内武（京大生存研）他 5名　赤道大気
レーダー（EAR）による熱帯上部対流圏の鉛直流観
測

C104 M. Venkat Ratnam・津田敏隆（京大生存研）他 2 名
Modulation of tropopause temperature structure 
revealed by simultaneous radiosonde and CHAMP 
GPS measurements

C105 小石和成・塩谷雅人（京大生存研）　CEPEX 期間に
みられた熱帯対流圏界面の構造と水蒸気変動との関
係性

C106 橋口典子・塩谷雅人（京大生存研）　熱帯対流圏界面
領域における温度・高度場半年周期成分の空間構造

C107 鈴木順子・塩谷雅人（京大生存研）　ERA-40 データ
をもちいた赤道対流圏界面付近にみられるケルビン
波の時空間分布とその要因

C108 増永浩彦（名大地球水循環）・Tristan L’Ecuyer
（CSU）他 1 名　対流と結合したケルビン波、赤道ロ
スビー波、およびMadden-Julian 振動の観測的研究

C109 清木亜矢子（IORGC）・高薮縁（東大気候システム）他
7名　ENSO位相の異なる 2000，2001 年冬季におけ
るMJOに伴う擾乱の比較

C110 近本喜光・向川均（京大防災研）他 5名　熱帯季節内
振動に伴う不安定摂動の力学的特徴

C111 佐藤健介・山崎孝治（北大院地球環境）　Hadley 循環
強化の力学的解析

午後（13:30～ 17:00）
雲物理

座長：田尻拓也（気象研）
C151 村上正隆（気象研）　渇水対策のための人工降雨・降

雪に関する総合的研究　－研究計画概要とシーディ
ング戦略－

C152 村上正隆・折笠成宏（気象研）　黄砂粒子が山岳性降
雪雲の内部構造に及ぼす影響

C153 田尻拓也・村上正隆（気象研）他 2名　山岳性降雪雲
の内部構造観測 FMCW型 K-band ドップラーレー
ダの有用性について

C154 橋本明弘（AESTO）・村上正隆（気象研）他 2 名　矢
木沢ダム風上領域の降雪雲に関する雲解像モデル結
果を用いた統計解析

C155 岩波越（防災科研）・楠研一（気象研）他 4名　Xバン
ド偏波レーダーによる降水粒子判別（1）－HYVISデー
タとの比較による粒子別の偏波パラメータ出現頻度－

C156 岡本創（東北大院理）・西澤智明（気象研）他 4名　ア
クティブセンサーを用いた雲微物理量と雲底下のエ
アロゾル特性の相関：中緯度と熱帯域の比較

C157 佐藤可織・岡本創（東北大院理）他 4名　氷晶雲の消
滅過程と雲内鉛直流について

C158 亀田貴雄・古谷和憲（北見工大）他 2名　南極ドーム
ふじで 1年間観察した雪結晶の特徴

降水システム I

座長：川畑拓矢（気象研）
C159 若月泰孝（AESTO）・室井ちあし（気象研）他 4 名　

非静力学モデルによる領域気候実験における豪雨の
再現性

C160 金田幸恵（AESTO/ 気象研）・室井ちあし（気象研）他
5名　水平解像度 1km非静力学モデルによる領域温
暖化予測実験 5km 実験と 1km 実験の比較

C161 川畑拓矢・黒田徹（気象研）　NHM-4DVARを用いた
レーダー反射強度データ同化実験

C162 林修吾・加藤輝之（気象研）　冬季の落雷極性比率と
1km-NHMにおける雲の統計的特徴の比較(2005/06冬)

C163 山田芳則（気象大）　卓越する風向にほぼ平行な走
向を持つバンド状降雪雲の数値シミュレーション　 
―鉛直シアとバンド内の循環との関係―

C164 B. C. Bhatt・中村健治（名大地球水循環） 
Characterization of cloudiness over the mountainous 
regions in south Asia using satellite data

C165 千喜良稔（FRCGC）・Wang Yuqing（IPRC）　鉛直
一次元モデルを用いた CCSR/NIES/FRCGC AGCM
と IPRC 領域気候モデルで表現されるペルー沖層積
雲の比較

C166 Krishna Reddy・ 城 岡 竜 一（IORGC）他 5 名　
Diagnosis of the Marine Atmospheric Boundary 
Layer and Microphysical Parameters over Palau in 
the Tropical Western Ocean

大会第１日〔10月 25日（水）〕　C会場

（　　は講演者を表す）



午前（09:45～ 12:30）

大気化学・物質輸送

座長：出牛 真（気象研）
D101 平沢尚彦（極地研）・田阪茂樹（岐阜大）他 2名　昭和

基地ラドン測定で検出されたオーストラリア地域か
らの長距離輸送の事例解析

D102 田阪茂樹（岐阜大）・田口彰一（産総研）他 3名　南極
海におけるラドン観測

D103 出牛真・柴田清孝（気象研）　成層圏化学気候モデル
による塩素リザーバーの長期的な濃度変動の再現精
度の向上について

D104 秋吉英治・坂本圭（環境研）　オゾン層将来予測実験
で得られたオゾンホールの小さい年についての解析

D105 坂本圭・秋吉英治（環境研）他 3名　太陽活動に対応
する熱帯下部成層圏オゾンの変動

D106 Zhou Libo・秋吉英治（環境研）　北半球中緯度にお
けるオゾンQBOの経度依存性

D107 高島久洋・塩谷雅人（京大生存研）他 3名　熱帯中部
太平洋クリスマス島における上部対流圏極低濃度オ
ゾン

D108 笠井康子・落合啓（NICT）他 11 名　JEM/SMILES
大気観測性能の検討

D109 伊藤彰記・須藤健悟（FRCGC）他 3名　対流圏オゾン
およびその放射強制力に対するバイオマス燃焼によ
る影響の全球解析

D110 比連崎路夫（東大気候システム）・須藤健悟（名大院環
境）他 5 名　大気化学モデル（CHASER）を用いたシ
ベリア森林火災とアラスカ上空対流圏 COの増加イ
ベントに関する解析

午後（13:30～ 17:00）
エアロゾル

座長：内山明博（気象研）
D151 田中泰宙・青木輝夫（気象研）他 1名　エーロゾル沈

着による雪氷面アルベド変化の感度実験

D152 内山明博・岡田菊夫（気象研）他 7名　エアロゾルの
光吸収特性について

D153 青木一真・松下純（富山大理）　立山・浄土山観測に
おける高標高地域のエアロゾルの光学的特性

D154 KHATRI PRADEEP・ISHIZAKA YUTAKA 
（名大地球水循環）　Contributions of continental 
air pollutants to aerosol optical properties over the 
East China Sea

D155 荒生公雄（長崎大環境科学）・松山成男（東北大院工）
長崎地方における 2005 年春の小粒径エアロゾルの組
成

D156 新井豊・今須良一（東大気候システム）他 2名　粒径
情報を取り入れたエアロゾルデータ同化手法

D157 入江仁士・金谷有剛（FRCGC）他 2 名　MAX-DOAS
法による対流圏NO2 とエアロゾルの同時観測

D158 直江寛明（気象研）　大気中における硫黄サイクル

観測手法

座長：石井昌憲（NICT）
D159 齋藤尚子（東大気候システム）他 3名　GOSAT熱赤

外 FTSセンサーによるCO2 濃度導出

D160 久慈誠（奈良女子大理）・中島映至（東大気候システ
ム）　ADEOS-II/GLI 観測データを用いた雲の幾何
学的特性量の推定

D161 大野裕一・堀江宏昭（NICT）他 1 名　CloudSat 雲レ
ーダの SPIDER観測による検証

D162 永田肇・山本真之（京大生存圏）他 7名　赤道大気レ
ーダー（EAR）・95GHz 雲レーダー（SPIDER）によ
る熱帯上部対流圏の巻雲観測（続報）

D163 石井昌憲・水谷耕平（NICT）他 4 名　航空機搭載コ
ヒーレントドップラーライダー観測③

D164 楠研一・中澤哲夫（気象研）他 6名　詳細気象観測の
ための可搬型ドップラー気象レーダーの開発

D165 柳野健（気象研）　ドップラーレーダーの風復元に関
する理論解析と応用解析

大会第１日〔10月 25日（水）〕　D会場

（　　は講演者を表す）



P101 庭野将徳・滝川雅之（FRCGC）他 3名　都市スケール
化学天気予報システムの開発：力学場の検証 (1)

P102 滝川雅之（FRCGC）・高橋正明（東大気候システム）他
3名　都市スケール化学天気予報システムの開発（2）

P103 佐藤友徳（学振 /東大気候システム）・辻村真貴（筑波
大院生命環境）他 4名　モンゴルにおける降水中酸素
安定同位体比の季節内変動の要因について

P104 三浦英和・小池真（東大院理）他 7名　陽子移動化学
イオン化質量分析計（PTR-MS）及びボックスモデル
を用いた都市大気中のアルデヒドの動態に関する研
究

P105 仲田季寧（茨城大理）他 5 名　HD-MAX-DOAS 法に
よる対流圏NO2 およびオゾン量の観測　（1）

P106 風岡亮・木田秀次（京大院理）　2001 年 1 月の北日本
に到達した空気塊流跡線の異常な特徴

P107 弓本桂也（九大院総理工）・鵜野伊津志（九大応力研）
他 3名　4 次元変分法によるライダー観測のデータ
同化と黄砂の発生源評価

P108 柴崎登紀子・野口克行（奈良女子大理）他 5名　衛星
観測データと化学気候モデルを用いた東アジア域か
らの窒素酸化物の長距離輸送の事例解析

P109 鈴木一成（九大院理）他 6名　富士山頂におけるエア
ロゾルの実測値と数値モデルとの比較

P110 Li Jingmin・ 長 田 和 雄（ 名 大 院 環 境 ）　Water 
insoluble dust particles in spring snow at Mt. 
Tateyama, Japan: Characteristics of their size 
distribution and shape factors

P111 緒方裕子・張代洲（熊本県立大環境共生）他 1名　奄
美大島におけるエアロゾル粒子の組成の解析：平成
十七年春の観測例

P112 安成哲平・山崎孝治（北大院地球環境）他 6名　アラ
スカ・ランゲル山へ輸送された成層圏起源トリチウ
ムの対流圏移流時期及び交換場所の特定

P113 酒井哲（気象研）・西田千春（名大院環境）他 1名　光
散乱式パーティクルカウンターと電子顕微鏡で測定
した鉱物粒子サイズの比較

P114 西澤智明（気象研／学振）・岡本創（東北大院理）他 4
名　全球 3次元エアロゾル輸送モデルと 2波長偏光
ライダデータから導出されたエアロゾル鉛直分布の
比較 (II)

P115 宮崎和幸・Patra Prabir K.（FRCGC）他 2 名　対流
圏各層における二酸化炭素濃度変動に対する地表フ
ラックス変動および大気輸送効果の役割

P116 江頭未央（九大院総理工）・竹村俊彦（九大応力研）他
2名　最終氷期極大期 (LGM) におけるダストの全球
分布シミュレーション

P117 深堀正志（気象大）・森野勇（環境研）他 3名　CH4 の
2 ν3 帯の半値半幅の温度依存性

P118 石田春磨（東海大情技センター）・浅野正二（東北大院
理）　有限体積法と球面調和関数展開を用いた不均
質大気における放射伝達計算手法の開発

P119 濱田篤・西憲敬（京大院理）他 9名　ミリ波雲レーダ
と GMS split-window を用いた雲の種別・光学特性
の推定

P120 小林隆久（気象研）　Inversion 法を用いたライダーに
よるエーロゾル特性推定手法

P121 中里真久・永井智広（気象研）他 1名　対流圏オゾン
ライダーにおける観測データのエーロゾル補正

P122 Nanda B. Adhikari・ 井 口 俊 夫（NICT）他 4 名　
On the Combined Use of Co-Located K-Band 
Micro Rain Radar, W-Band Cloud Profiling Radar 
and Disdrometers for Raindrop Size Distribution 
Retrieval

P123 圓山憲一・鈴木健司（金沢大院自然科学）他 3 名　
2D-VDと POSS による雨滴サイズ分布と降雨 Z-R 関
係の連続測定

P124 菊地信行（JAXA/EORC）・久慈誠（奈良女子大理）他
2名　GLI 可降水量プロダクトの検証その 2

P125 青梨和正（気象研）　衛星搭載マイクロ波放射計
AMSRE 降水強度リトリーバルアルゴリズムの開発
（その 5）

P126 松ヶ谷篤史・古本淳一（京大生存圏）他 1名　MUレ
ーダー・RASS イメージングによる温度微細構造の
観測

P127 高山陽三（気象研）　マイクロレインレーダーによる
降雨強度観測鉛直風の補正

P128 鈴木修・山内洋（気象研）他 1名　メソサイクロン及
び局所収束・発散域の検出アルゴリズムの開発－シ
ビア現象の危険度診断のために－

P129 岡本幸三（気象庁数値予報）　陸・雪・海氷域におけ
る衛星観測マイクロ波輝度温度を用いたモデル検証
と同化

P130 小司禎教・瀬古弘（気象研）他 1名　Non-local 観測演
算子によるGPS 掩蔽データ同化システムの開発

P131 國井勝・大関誠（気象研）他 1名　気象庁非静力学モ
デルに対する特異ベクトルの計算（第 3報）
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P132 星野誠・岩崎俊樹（東北大院理）他 1 名　高解像度
JMA-NHMを用いた宮城県の局地気象予報システム
構築

P133 永戸久喜・青梨和正（気象研）　雲解像モデルの降水
物質予測特性の水平解像度依存性について

P134 武田重夫（気象研）　Hill の球形渦類似の流れパター
ンによるシンプルな対流モデルの検討（その 4：安定
度、安定成層中における議論）

P135 斎藤篤思・村上正隆（気象研）他 5名　ダム集水域に
おける固形降水の精確な計量

P136 折笠成宏・村上正隆（気象研）　HYVIS 観測データか
ら得られた巻雲内氷晶タイプの特徴

P137 池田健一・檜山哲哉（名大地球水循環）他 1名　セミ・
ラグランジュ法を用いた雨滴粒径別同位体交換モデ
ルの構築

P138 足 立 透・ 福 西 浩（ 東 北 大 院 理 ）他 8 名　
FORMOSAT-2/ISUAL で観測されたスプライトの
発光形態とそれを誘起した雷放電の電気的特徴

P139 関隆則（気象予報士会）・上條賢一（東洋大院生命科
学）　変動係数平方値による 500hPa 高度の傾度評価
とその性質

P140 小林文明・菅原祐也（防衛大地球海洋）他 4名　2006
年 4月 20 日藤沢市に突風被害をもたらした積乱雲の
ドップラーレーダ観測

P141 小川由佳（防衛大地球海洋）他 9名他　夏季東京都心
周辺における積乱雲の発生時の下層風系̶2004 年 8
月 10 日の事例̶

P142 寺田昌弘・里村雄彦（京大院理）　非静力学モデル
WRFを用いた 1994 年 9 月 6 日伊丹豪雨の再現実験

P143 梅本泰子（京大生存研）・手柴充博（オクラホマ大）他
2名　MUレーダー観測に基づく梅雨期の降水シス
テムに関する研究

P144 出世ゆかり（NICT）他 2 名　沖縄地方の梅雨期の寒
冷前線に伴う対流性降水のCOBRA偏波特性

P145 石川由紀（愛知教育大）　秋季の局地豪雨時における
上層擾乱とバロトロピック高気圧

P146 広沢学（日大院総合基礎科学）　東アジアで発生する
寒冷渦に関する総観気候学的研究

P147 鈴木舞（筑波大院環境科学）・田中博（筑波大計算科
学）　前線形成に関わる変形場からみた梅雨前線領
域の特徴と高層ジェット気流の関係

P148 遠藤伸彦・飯島慈裕（IORGC）　東シベリアにおける
冬季接地逆転層の気候学的特徴と経年変化

P149 片庭沙基（筑波大学自然学類）・田中博（筑波大計算科
学）他 1名　2005 年 12 月 5 日に発達したポーラーロ
ーの数値シミュレーション

P150 古津年章・太田隆史（島根大総理工）他 1名　スマト
ラ・コトタバンにおける降雨構造の季節内変化

P151 古津年章（島根大総理工）・高薮縁（東大気候システ
ム）他 4名　衛星降雨観測のための地球規模雨滴粒径
分布モデル

P152 重尚一（大阪府大院工）・高薮縁（東大気候システム）
他 1名　TRMM PR データからの潜熱加熱プロファ
イルのスペクトル推定：熱帯海洋上の加湿プロファ
イルの推定

P153 重尚一（大阪府大院工）　南シナ海における対流シス
テムの伝播

P154 中島康裕・岩崎杉紀（防衛大地球海洋）他 4 名他　
キリバスに設置したライダによる Subvisual Cirrus 
Cloud の初期解析

P155 金森大成（名大院環境）・蔵治光一郎（東大農学生命）
他 1名　ボルネオ島西部における季節内変動に伴う
降水日変化特性

P156 加藤悠介（千葉大CEReS）　静止気象衛星で得られた
北西太平洋における孤立積雲と大規模組織雲との関
係

P157 市川裕樹（名大院環境）・安成哲三（名大地球水循環）
海洋大陸域を通過する季節内擾乱の内部構造とその
季節変化

P158 栢原孝浩（防災科研）　大気大循環モデルによる温暖
化 SST 実験と 2xCO2 実験において再現された熱帯
低気圧活動度の積雲対流調節方式の違いによる影響
について

P159 高野洋雄・村田昭彦（気象研）　波浪による海面粗度
変化の台風発達への影響（2）

P160 Kishore P.・Namboothiri S.P.（NICT） 他 2 名
Gravity waves studies during stratospheric 
warming events using satellite measurements

P161 田口正和（愛知教育大）　簡略化された全球循環モデ
ルにおける傾圧擾乱により励起される惑星波の診断

P162 寺崎康児（筑波大院生命環境）・田中博（筑波大計算科
学）　大気大循環のエネルギースペクトルに見る東
西波数の－ 4の法則

P163 高橋洋・安成哲三（名大地球水循環）　インドシナ半
島における雲降水活動の日変化の季節推移
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P164 荻野慎也（IORGC/ 神戸大院自然）・野津雅人（神戸大
院自然）他 5名　ベトナム・ハノイにおける対流圏下
層の逆転層 : 水蒸気と関係する季節内変動

P165 永野良紀（日大院総合基礎科学）・加藤央之（電中研）
他 1名　東アジアにおけるチベット高気圧の統計解
析

P166 Prasanna Venkatraman（名大院環境）・安成哲三
（名大地球水循環）　Space -Time Characteristics 
of Seasonal and Inter annual Variations of 
Precipitation, Convergence and Evaporation over 
South Asia

P167 黄智勇・森本宏（名大院環境）　Wavelet based 
fractal analysis of ENSO cycle

P168 名倉元樹・安藤健太郎（IORGC）他 1名　1999 年ラ・
ニーニャから 2002 年エル・ニーニョへの遷移期にお
ける赤道太平洋中央部の混合層熱バランス

P169 吉田聡・小守信正（地球シミュレータ）他 2名　メキ
シコ湾流 SST勾配に対する低気圧活動の応答

P170 田中実（気象研）　アジア・西太平洋地域における長
期気候デ－タベ－スの作成及び応用

P171 堀雅裕（JAXA/EORC）・青木輝夫（気象研）他 2名　
ADEOS-II/GLI により観測された半球規模積雪物理
特性の時空間変動

P172 飯塚聡・松浦知徳（防災科研）　長江流域の気象・流
量データに見られる変動について

P173 中野智子（首都大都市環境）・根本学（都立大院理）他
1名　モンゴル半乾燥草原における夜間の水蒸気フ
ラックス

P174 永井信・森本宏（名大院環境）　衛星による熱帯雨林
のフェノロジー観測の有用性の検証

P175 永井晴康・都築克紀（JAEA）　大気－陸面－水文結
合モデルの開発と砂漠地域における水循環予測の試
験計算（2）

P176 伊賀晋一・富田浩文（FRCGC）他 5名　NICAMによ
る七月条件下での全球雲解像実験

P177 松崎加奈子（名大院環境）・田中今日子（北大低温研）
他 2名　解析的雲モデルとエネルギー循環モデルの
結合による温暖化予測

P178 村上和隆・山口靖（名大院環境）他 1名　シンプル地
球システムモデルによる数百年スケールの地球環境
変動の要因解析

P179 石原幸司・栗原和夫（気象研）　地球温暖化に伴う日
本の冬季降雪変化について

P180 蜂須賀隆友・渡邊誠一郎（名大院環境）他 1名　シン
プルな氷床結合気候システムモデルによる，氷期‐
間氷期サイクルの解析

P181 永田玲奈（首都大都市環境）・財城真寿美（学振）　日
本における降水量と日降水指数の長期変化

P182 鈴木博人（JR東日本防災研）　日本における大雪の出
現頻度と気温の関係

P183 倉橋永（仙台管区気象台）他 3名　20km 格子地域気
候モデルにより再現された冬季降水量の検証

P184 田上善夫（富山大人間発達科学）　北陸の降水分布に
現れる低山の影響

P185 大橋喜隆・川村隆一（富山大院理工）　夏季の北陸地
方のフェーン現象発現時におけるGPS 可降水量変動

P186 田畑弾（富山大院教育）　富山県における気圧配置型
と強風の関係

P187 大西将徳・酒井敏（京大院人間環境）他 1名　全国地
上風分布

P188 斎藤誠（筑波大院環境科学）・木村富士男（筑波大院生
命環境）他 2名　水田が都市域にもたらすヒートアイ
ランド緩和効果

P189 青柳曉典・清野直子（気象研）　気象庁非静力学モデ
ル用簡易都市キャノピーモジュールの開発

P190 小澤淳眞（パスコ）　アルベドの違いによる表面温度
上昇の抑制効果について
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A会場

気象予報

座長：山根省三（千葉科学大 /FRCGC）
A201 百瀬晴行（所属なし）　MJOを応用した BP法による

東京最高気温平年偏差の半年平均の予測法について 
[OHP]

A202 彭新東・高橋桂子（地球シミュレータ）　特征解法に
よる球面浅水波モデルの数値解

A203 室井ちあし（気象研）　立方体型非静力学大気モデル
の改良

A204 榎本剛（地球シミュレータ）・山根省三（千葉科学大
/FRCGC）他 1 名　実験的再解析に向けたAFES の
改良

A205 三好建正（気象庁数値予報）・山根省三（千葉科学大
/FRCGC）他 1 名　AFES-LETKF による 2005 年 5
月以降の実験的再解析

A206 山根省三（千葉科学大 /FRCGC）・三好建正（気象庁
数値予報）他 2名　大気大循環モデルのアンサンブル
実験に見られる擾乱の発展について

A207 斉藤和雄（気象研）　気象庁非静力学モデルによるメ
ソアンサンブル予報実験（その 4　BGM法のテスト
序報）

A208 三好建正・荒波恒平（気象庁数値予報）　気象庁非静
力学モデルを使った 4次元アンサンブル・カルマン
フィルタ

A209 山口宗彦・入口武史（気象庁数値予報）他 1名　台風
予報を対象とした観測システム実験

A210 及川博史・井之口浜木（JAXA）他 1 名　乱気流デー
タ観測のための発生域の予測

A211 及川博史・井之口浜木（JAXA）他 1 名　日高山脈に
起因する乱気流の予測

B会場

気候システム II

座長：渡部雅浩（北大院地球環境）
B201 井上誠・高橋正明（東大気候システム）　夏季アジア

モンスーンに伴う対流圏̶成層圏循環の変動

B202 廣田渚郎・高橋正明（東大気候システム）　1979-2003
年梅雨期の PJ パターンに似た気候トレンド

B203 岩尾航希・高橋正明（東大気候システム）　夏季北ユ
ーラシアにおける降水量の南北対称モード

B204 荒井美紀・木本昌秀（東大気候システム）　AGCMに
よる夏季東アジア域の天候の再現性

B205 安富奈津子・木本昌秀（東大気候システム）他 1名　
CCSR/NIES/FRCGC T106 CGCM から得られた地
球温暖化時の夏季アジアモンスーン域の主要変動モ
ード

B206 宮坂貴文（東大気候システム）・中村尚（東大院理）　
冬季南半球亜熱帯高気圧の三次元構造と形成力学

B207 李相勲・山川修治（日大文理）　冬季モンスーンによ
る北太平洋及び東アジア域におけるストーム活動

B208 森正人・渡部雅浩（北大院地球環境）　ENSOイベン
ト時のMJOを介した PNA励起メカニズム

B209 横山直美（筑波大院生命環境）・田中博（筑波大 CCS/
FRCGC）　大気の順圧成分および海面更正気圧で定
義される北極振動の比較

B210 山下陽介・高橋正明（東大気候システム）　太陽黒点
11 年周期変動に伴う北極振動シグナルの変調

B211 木村詞明（北大低温研）　冬季北極海における海氷の
動きの長期変化

大会第２日〔10月 26日（木）〕09:30～ 12:00
（　　は講演者を表す．[OHP] は OHPを使用する講演を示す．）



C会場

降水システム II

座長：岩崎博之（群馬大教育）
C201 用貝敏郎（福岡管区気象台）　2006 年 7 月 18 日から

24 日にかけて九州中・南部で発生した記録的豪雨－
雨量速報－

C202 加藤輝之（気象研）　梅雨期における積乱雲の潜在的
発達高度に関する統計的研究その 2：上層と中層の
ピークを決定する要因

C203 合田泰弘・加藤内藏進（岡山大教育）　2001 年 6 月 19
日頃に九州で維持された多数の線状降水帯と北方か
ら南下した梅雨前線について

C204 山岬正紀（FRCGC）　梅雨前線に伴う降雨（2004 年 7
月 福井豪雨）に関する数値実験

C205 耿驃・山田広幸（IORGC）　梅雨期に中国大陸と海上
でTRMMにより観測された反射強度の鉛直プロフ
ィルの比較

C206 二宮洸三（FRCGC）　大気大循環モデルでシミュレー
トされた南大西洋収束帯と梅雨前線帯の類似点と相
違点 [OHP]

C207 岩崎博之（群馬大教育）・佐藤友徳（学振 /東大気候シ
ステム）他 5名　ウランバートル周辺の対流活動の日
変化の特徴 -- なぜ，夜間に積乱雲活動が活発になら
ないのか？ ---

C208 川瀬宏明・木村富士男（筑波大院生命環境 ）　モンゴ
ルの降水の日変化と総観規模擾乱との関係

C209 藤田実季子（IORGC）・木村富士男（筑波大）他 2名マ
ラッカ海峡における降水の日変化

C210 原政之・吉兼隆生（FRCGC）他 1名　ボルネオ島周辺
域における対流活動の日変化

C211 宮川知己（東大院理）・里村雄彦（京大院理）他 1名　
ベンガル湾上におけるMCS 南進時の背景場および
その果たす役割

D会場

気象教育

座長：岩山隆寛（神戸大院自然）
D201 藤井健（京都産業大理）・寺野健治（関西気象予報士

会）他 3名　小学校出前授業「楽しいお天気講座」の最
近の状況

D202 吉川契子（静岡中央高）　高校地学における静岡平野
の海陸風の教材化

中層大気

座長：岩山隆寛（神戸大院自然）
D203 北村美沙子・廣岡俊彦（九大院理）他 1名　成層圏及

び下部中間圏における大気潮汐波について (2)

D204 黒田友二（気象研）　成層圏突然昇温の熱帯上昇流へ
の影響

大気力学

座長：岩山隆寛（神戸大院自然）
D205 岩朝美晴（東大気候システム）・荒川隆（RIST）他 1名

全球 RAMS 計算によって得られた対流圏中層デト
レインメントの駆動メカニズムに対する平衡大気の
熱力学的構造からの解釈

D206 伊賀啓太（東大海洋研）　渦位勾配を伴ったシアー流
中の中間規模東進波

D207 末吉雅和・岩山隆寛（神戸大院自然）　変形半径がジ
ェットの安定性に及ぼす影響について

D208 山中大学（IORGC / 神戸大自然）　水平対流論の再考
(3): 日周期・季節内・年周期の対流移動メカニズム

D209 間瀬博文（所属なし）　寒気を挟む暖気間の引き合い
が気流・気圧差・熱力学に無関係であることを示す
実験

D210 正村史朗（総合科学研究所）　2015 年に冷夏、2020 年
に冷夏、2022 ～ 28 年に 2 年間と 4 年間連続の大凶
冷群（天明系）発生 [OHP]

大会第２日〔10月 26日（木）〕09:30～ 12:00
（　　は講演者を表す．[OHP] は OHPを使用する講演を示す．）



午前（9:30～ 11:30）

スペシャルセッション ｢ 惑星大気の科学 ｣ I

座長：伊賀晋一（FRCGC）
A301 城戸敦誉（九大総理工）・和方吉信（九大応力研）　金

星型惑星大気における多重平衡解のAGCMによる
再現

A302 伊賀晋一（FRCGC）　金星下層大気の数値シミュレー
ション

A303 池田恒平（東大気候システム）・山本勝（九大応力研）
他 1名　金星大気大循環モデルの開発と数値実験

A304 高木征弘（東大院理）・松田佳久（学芸大）　金星大気
スーパーローテーションに対する熱潮汐波の力学的
効果

A305 三津山和朗（東大院理）・今村剛（JAXA）他 5 名　す
ばる望遠鏡 /COMICS による金星雲頂変動の観測

A306 吉田純・高橋幸弘（東北大院理）他 3名　金星気象衛
星による金星雷・大気光観測

A307 吉田純・高橋幸弘（東北大院理）他 1名　地上望遠鏡
から探る金星昼側雲構造

A308 山中大学（IORGC / 神戸大自然）　惑星大気の縞模様
について

A309 中島健介（九大院理）　タイタンの“対流雲”の諸
問題

大会第３日〔10月 27日（金）〕　A会場
（　　は講演者を表す）

午後（13:30～ 16:45）
スペシャルセッション ｢ 惑星大気の科学 ｣ II

座長：小高正嗣（北大院理）
A351 林祥介（北大院理）・山田通夫（京大数理）他 4名　回

転球面あるいは球殻の縞帯問題 : ロスビー波と平均
流加速［招待講演］

A352 高橋幸弘（東北大院理）・松浦浩美（NTTコミュニケ
ーションズ）　可視近赤外領域における木星昼面多
波長撮像観測［招待講演］

A353 杉山耕一朗・小高正嗣（北大院理）他 2名　H2O, NH3, 
NH4SH 雲を考慮した木星大気の雲対流数値計算

A354 三村和男（東海大教養）　無限自由度を持つ現実流体
中の低次カオス

A355 渡辺高宏（東海大理）・三村和男（東海大教養）　鉛直
設置型閉ループ内数値シミュレーション有限要素法
による解析

A356 有井卓（東海大院理）・三村和男（東海大教養）他 1名
鉛直設置型閉ループ内熱対流における主流の振る舞
い～自発的レジームシフトの可能性～

座長：高橋芳幸（北大院理）
A357 今村剛（JAXA）・川崎泰宏（日立製作所）他 1名　火

星大気および地球成層圏のメソスケールでの波数ス
ペクト［招待講演］

A358 小林紘子（東京理科大理）・今村剛（JAXA/ISAS）　
MGS/TES による火星大気の惑星スケール波のスペ
クトル解析

A359 福原哲哉・今村剛（JAXA/ISAS）　MGS/TES で観
測された火星の夏期極域における波動

A360 小郷原一智・里村雄彦（京大院理）　火星ダストの急
速な拡大とHellas Basin の斜面との関係の考察

A361 光田千紘（北大院理）・横畠徳太（環境研）他 1名　放
射冷却よる二酸化炭素氷雲の形成と古火星大気の温
室効果

A362 高橋芳幸・光田千紘（北大院理）他 2名　火星大気大
循環モデルで用いる CO2 15 μ m 帯放射モデルの再
構築と循環への影響

※招待講演の持ち時間は 18分です．



午前（9:30～ 11:30）

気候システム III

座長：西森基貴（農環研）
B301 大和田道雄・石川由紀（愛知教育大）他 5名　名古屋

の暑さの実態とその原因について

B302 阪井雅洋・泉伸司（いであ（旧国土環境））他 2名　小
型 GPS・温湿度計を搭載した自転車によるヒートア
イランド現象の観測

B303 吉兼隆生（FRCGC）・木村富士男（FRCGC/ 筑波大院
生命環境）　冬季日本降水分布の形成要因に関する
数値実験

B304 藤部文昭（気象研）・小林健二（気象庁観測）　日本に
おける降水の空間的集中度の長期変化

B305 石原幸司（気象研）　ノンパラメトリックな手法を用
いた確率降水量の算出

B306 山崎信雄（気象大）・高橋清利（気象研）他 1名　日本
付近の冬の階級毎降水量のトレンド

B307 水野量（気象大）　アメダスデータを用いた長期再現
期間推定

B308 西澤誠也（京大数理研）　顕著現象のトレンドの新し
い検出および検定法

B309 西森基貴（農環研）・木村富士男（筑波大陸域環境）他
3名　TERC-RAMS を用いたアジア域における気候
極値・異常気象の再現と予測

午後（13:30～ 16:45）
気候システム IV

座長：馬淵和雄（気象研）
B351 大石龍太・阿部彩子（東大気候システム）　動態植生

モデル導入による温暖化進行への影響

B352 馬淵和雄・高橋清利（気象研）他 1名　近年の東アジ
ア陸域における炭素収支変動の特徴－ BAIM2 を導
入した地域気候モデルによる数値実験－

B353 丹羽洋介・今須良一（東大気候システム）他 2 名　
CO2 ソース・シンク逆解析のためのNICAMを用い
た大気物質輸送シミュレーション

B354 吉川知里・河宮未知生（FRCGC）他 2名　地球温暖化
に対する炭素循環フィードバックの地理的分布につ
いて

B355 塩竈秀夫（環境研）・Nikolaos Christidis（英国ハドレ
ーセンター）他 4名　20 世紀後半において温室効果
ガス濃度とエアロゾル排出量の変化が気温の極端現
象に及ぼした影響

B356 横畠徳太・江守正多（環境研）他 10 名　CO2 漸増地
球温暖化実験：様々なモデルにおける気候フィード
バック

B357 長谷川聡（環境研）・江守正多（環境研 /FRCGC/ 東大
気候システム）他 3名　全球雲解像モデル水惑星実験
における温暖化による降水の力学・熱力学的変化

座長：村上茂教（FRCGC）
B358 村上茂教・大垣内るみ（FRCGC）他 2名　氷期気候系

におけるエネルギー・淡水バランス (2)̶海盆規模で
の密度・塩分・温度構造̶

B359 竹村俊彦（九大応力研）・對馬洋子（FRCGC）他 4名　
大気大循環モデルによる 20世紀の放射強制力の経年
変化

B360 Raschke Ehrhard・Kinne Stefan（University 
Hamburg）他 1 名　On some inconsistencies in the 
radiation climatologies of ISCCP-FD and GEWEX-
SRB and in IPCC-FA data.

B361 塩竈秀夫・江守正多（環境研）他 1名　2030 年までの
確率的気候変化予測に向けて

B362 筒井純一・吉田義勝（電中研）他 2名　大循環モデル
でシミュレートされた気候変化のインパルス応答関
数による近似

B363 日名啓太・神沢博（名大院環境）他 1名　地球温暖化
に伴う無降水日数の変化

B364 鈴木香寿恵（総研大）・山内恭（極地研）他 2名　南極・
昭和基地およびドームふじ基地における降雪時の大
気輸送経路

大会第３日〔10月 27日（金）〕　B会場
（　　は講演者を表す）



午前（9:30～ 11:30）

台風

座長：別所康太郎（気象研）
C301 星野俊介・別所康太郎（気象研）　AMSUデータを用

いた台風の暖気核構造の追跡

C302 別所康太郎・中澤哲夫（気象研）他 2名　JRA-25から
みた台風へ発達する可能性のあるクラウドクラスター

C303 上野充（気象研）　鉛直シアーにより生成される台風
コア域内降水非対称の大きさについて

C304 村田昭彦（気象研）　台風 0421 号に伴う紀伊半島での
豪雨における降水強化機構

C305 益子渉（気象研）　台風 0422 号の進行方向後面左側で
生じた強風のメカニズム

C306 楠研一・益子渉（気象研）他 1名　台風アウターバン
ド下層の重力波出現時の総観場の特徴

C307 中野藤之（東北大院理）　台風における雷現象の特徴

C308 北畠尚子（気象研）・榊原均（気象大）　伊勢湾台風の
構造の再検討　̶昔のデータに最近の知見を適用す
る̶

午後（13:30～ 16:45）
スペシャルセッション ｢ 台風災害への対応を考える ｣

座長：弘中秀治（宇部市役所）
C351 藤井聡（気象予報士会）　8～ 9月台風の経年変化

C352 一広志（気象予報士会）　台風の接近・通過時に発生
した大雨の成因についての事例解析とその成果の防
災・減災活動への応用の可能性についての考察 [OHP]

C353 天野篤（アジア航測）・弘中秀治（宇部市役所）他 1名
鹿児島県「土砂災害警戒情報」の検証

C354 武居信介（中京テレビ）・白石晶二（気象予報士会）　
気象災害と情報伝達（海山町水害の検証）

C355 渡部孝史（東海旅客鉄道）・弘中秀治（気象予報士会）
東海道新幹線における気象予報の活用について

C356 谷昌樹（三重県大台町役場）・弘中秀治（宇部市役所）
台風時の防災活動の現場の実際

C357 牛山素行（岩手県立大総合政策）　豪雨防災情報によ
る人的被害軽減効果推定の試み

C358 植松久芳・白石晶二（気象予報士会）　気象情報・防
災情報の利活用を促進するために

C359 冨山芳幸（WNI）　予報の不確実性とコミュニケーシ
ョンの不確実性

大会第３日〔10月 27日（金）〕　C会場
（　　は講演者を表す．[OHP] は OHPを使用する講演を示す．）



午前（9:30～ 11:30）

相互作用

座長：青木輝夫（気象研）
D301 山本勝・広瀬直毅（九大応力研）　衛星データ同化

SSTを用いた日本海域の冬季低気圧の数値実験

D302 山田広幸・耿驃（IORGC）他 2名　梅雨前線上で夜間
に発達する雲システムに対する陸面加熱の役割

D303 大泉三津夫（気象研）　JMANHMによる関東平野の
積雪再現実験での過少積雪について

D304 朴昊澤（IORGC/JST）他 4名他　東ユーラシア域にお
ける水・エネルギー収支の時・空間変動特性の評価

D305 山崎剛（東北大院理／ IORGC）・加藤京子（JST）他 3
名　陸面モデルによる北方林の水・エネルギー循環
に関する考察（2）

D306 青木輝夫・田中泰宙（気象研）他 3名　積雪粒径と不
純物濃度の関数として変化する積雪アルベド物理モ
デルの開発

D307 山内明子・小林裕司（伊豆海洋研）他 2名　変動係数
平方値による海水温変動の解析－季節境界における
性質について－

D308 篠田雅人（鳥大乾地研）他 3名　モンゴル草原多年生
草本の植物季節と気象条件

午後（13:30～ 16:45）
環境気象

座長：近藤裕昭（産総研）
D351 大和田道雄（愛知教育大）・深谷真美（あずみ）他 1名

都市域で発生した局地豪雨の事例解析

D352 中川由雅（愛知教育大院）・大和田道雄（愛知教育大）
他 1名　温帯低気圧の異常発達に関わる帯状流変動
解析

D353 石坂隆・Adhikari Mandira（名大地球水循環）他 3
名　東シナ海近辺上における雲粒核数濃度の特性と
その役割に関する観測

D354 川端一史・近藤邦男（環境技研）他 3名　青森県六ヶ
所村における霧水中の水溶性イオン濃度と霧粒の粒
径分布

D355 吉村英俊（山梨大院医学工学総合教育）・片谷教孝（山
梨大院医学工学総合研究）　酸性降下物予測モデル
に対するサブグリッドスケールの降水量分布の影響

D356 大西将徳・酒井敏（京大院人間環境）　京都における
CO濃度の日・季節変化とその要因の推定

大気境界層

座長：大塚清敏（大林組技研）
D357 近藤文義・塚本修（岡大院自然）他 1 名　Inertial 

Dissipation Method による海面乱流フラックス評価

D358 筆保弘徳（IORGC）・桑形恒男（農環研）他 4名　局地
風広戸風の発生に対する台風の影響

D359 大塚清敏（大林組技研）　マイクロバーストからの吹
出し風に対する小地形の影響について

D360 余偉明（東北大院理）　A Comparison of Numerical 
Simulation and Wind Tunnel Experiment on 
Unstable Stratified Flow Within and above a 
Modeled Urban Canopy 

D361 木村富士男・井上忠雄（筑波大院生命環境）他 1名　
高解像度・長期シミュレーションが可能な線形化都
市気象モデル

D362 井上忠雄・木村富士男（筑波大院生命環境）　都市上
空に生成される積雲の都市気象モデルによる感度実
験

D363 川村誠治・関澤信也（NICT）他 2 名　都市境界層観
測のためのMSPCウィンドプロファイラの開発と沖
縄での検証実験

D364 岩井宏徳・村山泰啓（NICT）他 3 名　コヒーレント
ドップラーライダーによる東京都内における大気境
界層内風速観測
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P301 瀬田孝将（NICT）・保科宏道（理研）他 3 名　テラヘ
ルツ時間領域分光法による水蒸気のスペクトルの圧
力広がり係数測定

P302 神崎隆男・市川陽一（電中研）他 2名　風洞実験によ
る高活性炭素繊維の流体力学特性評価

P303 江口景子・阿部理（名大院環境）他 1名　液体窒素で
水滴が氷結するときの水素及び酸素同位体比の変化

P304 北和之（茨城大理）他 6名　中国都市郊外における窒
素酸化物およびオゾンの観測～速報～

P305 篠田佳宏・五十嵐康人（気象研）　2006 年春季につく
ばで観測した黄砂および風塵現象の解析

P306 千葉長（気象研）・猪股弥生（金沢大）他 3名　高ガン
マ線量率事象発生にかかわる気象場－ 2002 年 12 月
16 － 17 日、輪島で観測された事例－

P307 久慈誠・日比野真弓（奈良女子大理）他 3名　ライダ
ー観測データ解析による東アジア域のエアロゾルの
研究

P308 伊藤春奈・野口克行（奈良女子大理）他 4名　衛星及
び地表観測で得られた日本におけるNO2 季節変化の
数値モデルによる比較

P309 三浦和彦・室崎将史（東京理科大理）他 4名　富士山
を利用したエアロゾルの粒径分布の鉛直分布観測

P310 古賀聖治（産総研）　小笠原諸島父島で観測される巨
大粒子数濃度の日変動

P311 倉本奈津子（NICT/ 日本女子大）・笠井康子（NICT）
他 2名　アラスカ州ポーカーフラットにおけるメタ
ンの季節変動と年々変動

P312 長田和雄（名大院環境）・林政彦（福岡大理）他 5名　
南極・昭和基地における粗大粒子濃度の季節変化

P313 山崎明宏・内山明博（気象研）他 2名　ADECスカイ
ラジオメーターネットワークから得られた観測結果

P314 財前祐二（気象研）　ビン法による硫酸エアロゾル粒
子を凝結核とした雲生成シミュレーション　その 2

P315 大島長・小池真（東大院理）他 5名　ブラックカーボ
ンの物理化学的変容過程と混合状態を表現したモデ
ルの開発

P316 関口美保（海洋大工）・中島映至（東大気候システム）
ナローバンド放射伝達モデルでの気体吸収の取り扱
い

P317 岩渕弘信・小林秀樹（FRCGC）　曇天大気および森林
キャノピーの三次元放射伝達モデルの開発

P318 山本浩嗣（気象庁観測部）　昭和基地における下向長
波長放射による雲量推定

P319 板野稔久（防衛大地球海洋）他 2 名　静止気象衛星
MTSAT-1R と FY-2C の画像を用いた立体視の試み

P320 久保守（金沢大院自然科学）・Tuomas KARNA
（HUT）他 1名　自己組織化マップを用いた日本海上
のNOAA衛星雲画像の分類

P321 北村康司・中川勝広（NICT）他 4 名　400MHz 帯ウ
ィンドプロファイラおよび COBRAを用いた融解層
より上層における粒径分布推定手法の開発

P322 高橋暢宏（NICT）　TRMM/PR のアルゴリズムにお
ける融解層の取り扱いの評価

P323 釜堀弘隆（気象庁気候情報）・井上豊志郎（気象研）　
JRA-25 長期再解析データにおける下層雲

P324 井上豊志郎（気象研）　Pt Reyes（カリフォルニア州）
における下層雲の雲パラメータと降水

P325 古本淳一・津田敏隆（京大生存研）他 2名　GPS 掩蔽
およびウインドプロファイラデータを用いて水蒸気
プロファイル推定を行う 1次元変分法手法

P326 前坂剛・三隅良平（防災科研）他 3名　MPレーダー
を用いた豪雨強風監視システムの推定値と地上観測
値の比較 (1) －地上観測機のパフォーマンスチェッ
ク－

P327 山内洋・鈴木修（気象研）他 1名　ドップラーレーダ
ーを用いた収束線自動検出ツールの開発 －雷雨の発
生予測のために－

P328 青梨和正・永戸久喜（気象研）　衛星搭載マイクロ波
放射計データの非静力雲解像モデルへの同化法の開
発（その 5）

P329 瀬古弘・別所康太郎（気象研）他 3名　エアロゾンデ
観測データの同化実験

P330 清水慎吾・前坂剛（防災科研）他 3名　マルチパラメ
ータレーダデータを用いたデータ同化手法の開発（1） 
-CReSS を用いた予測システムの構築 -

P331 原昌弘・斉藤和雄（気象研）他 1名　全球特異ベクト
ルを用いたNHMによるダウンスケール予報実験（序
報）（日本域を最終ノルムのターゲット域にした場
合）

P332 小池克征（いであ）・村上正隆（気象研）他 6名　冬期
間における気象庁非静力学モデル (JMANHM) の地
上雨量評価

P333 西垣語人（気象庁予報）　フラクタル幾何学・統計力
学のアナロジーをふまえた不安定現象予測
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P334 寺田登与徳・坪木和久（名大地球水循環）　小規模孤
立地形風下に形成される湿潤対流の発生パターン

P335 久保田拓志（JST）・重尚一（大阪府大院工）他 7名　
対流性降雨と層状性降雨の区別がマイクロ波降水リ
トリーバルに与える影響評価

P336 藤吉康志（北大低温研）・山村育代（北大理）他 1名　
雨滴の最大粒径の気候学（1）－札幌での 2003 年～
2006 年の観測から－

P337 吉田智（阪大院工）他 3名　人工衛星TRMMデータ
(PR・LIS）を用いた対流雲のパラメタリゼーション

P338 筒井謙一（筑波大院環境科学）・木村富士男（筑波大院
生命環境）他 1名　落雷と GPS 可降水量および降水
の時空間変動

P339 佐々浩司（高知大理）・太田衣美（高知大理院）他 1名
2006 年 7 月 5 日に高知県で発生した突風災害

P340 足立アホロ・猪上華子（気象研）他 2名　温暖前線に
伴う強風と降雨の観測

P341 瀬古弘（気象研）・熊原義正（大阪管区気象台）他 2名
他　2003 年 4 月 8 日に大阪湾付近で組織化された線
状降水帯 - 移動や衰弱と環境との関係 -

P342 佐々浩司（高知大理）・古川訓男（高知大院理）　高知
県大川村に豪雨をもたらせた線状降水帯の落雷分布

P343 河内愛子・守田治（九大院理）他 1名　梅雨前線で発
達するメソ擾乱の構造の研究

P344 前田伸一郎・坪木和久（名大地球水循環）　航空機を
用いて観測された梅雨前線帯の構造とそれを形成す
る気流場

P345 高野功（気象庁予報）　2005/2006 年冬季に急発達し
た南岸低気圧と上層渦位の特徴

P346 早崎将光（環境研）・黒崎泰典（千葉大CEReS）他 6名
2006 年 4 月 8 日の黄砂をもたらした前線の空間構造
と時間発展

P347 足立幸穂・木村富士男（筑波大院生命環境）　東アジ
アにおける低気圧活動 － NCEP/NCAR再解析デー
タによる解析－

P348 石塚暁・坪木和久（名大地球水循環）　寒気の吹き出
しが弱まりつつある場において観測された線状降雪
帯の構造

P349 佐藤晋介（NICT）・久保田拓志（大阪府大）他 2 名　
東南アジアにおける地上雨量計と衛星推定降雨量の
比較（序報）

P350 茂木耕作（IORGC）他 13 名　2005 年 6 月 15 日に西部
熱帯太平洋上で観測された北進するメソ対流系の環
境場の特徴

P351 岩崎杉紀（防衛大地球海洋）・圓山憲一（金沢大）他 15
名　タイで放球したOptical Particle Counter とライ
ダによる SVCの同時観測

P352 宮川知己（東大院理）・高薮縁（東大気候システム）他
1名　ベンガル湾上のMCSが北・東・西方向へ伝播
する時の背景場の特徴

P353 請田善行・柴垣佳明（大阪電通大）他 4名　赤道大気
レーダーで観測された熱帯降水システムの内部構造

P354 山根悠介（京大院理）・林泰一（京大防災研）　バング
ラデシュにおけるメソ擾乱発生日の大気環境場の特
徴について

P355 西憲敬（京大院理）・鈴木順子（京大生存研）他 2名　
熱帯圏界面付近での東西風急変現象の解析

P356 山田由貴子（北大院理）・石渡正樹（北大院地球環境）
他 2名　大気大循環モデルの赤道域対流圏に表れた 
2 種類のケルビン波的シグナル

P357 Rahmat Hidayat・木津昭一（東北大院理）他 1 名
Influence of the Madden-Julian Oscillation on 
Indonesian Rainfall Variability

P358 那須野智江（FRCGC）他 5名　全球非静力学モデルを
用いた水惑星数値実験 -- 赤道波と結合した大規模雲
システムの解析第 2報 --

P359 田中浩・野呂真吾（名城大）　台風の標準的経路と異
常気象に関する研究

P360 望月泰・岩崎俊樹（東北大院理）　波動平均流相互作
用に基づくエネルギーとその変換項の長期トレンド
～ 3つの再解析データの比較～

P361 幣隼人・津田敏隆（京大生存研）　GPS 掩蔽データを
用いた極域の大気重力波のエネルギー分布の研究

P362 中里真久・鈴木修（気象研）他 3名　レーダーと環境
データを用いた竜巻とダウンバーストの発生前にお
ける識別可能性

P363 浜田純一・森修一（IORGC）他 3名　地上雨量観測に
基づくスマトラ島周辺の降水日変化とその季節変化

P364 木村仁美・里村雄彦（京大院理）　モンスーン季にお
けるヒマラヤ南部の降水現象と擾乱に関する研究

P365 石崎紀子・植田宏昭（筑波大院生命環境）　WRFモ
デルに見られるチベット高気圧形成におけるインド
シナ半島の地形的役割
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P366 阿部学（名大院環境）・安成哲三（名大地球水循環）他
1名　アジアモンスーンの季節変化におけるヒマラ
ヤ・チベット山塊の存在の効果：夏季アジアモンス
ーンのオンセット－気象研究所大気海洋結合モデル
による数値実験－

P367 佐川智孝・児玉安正（弘前大理工）他 1名　RAMSを
用いた SACZの形成要因の研究（その 1）

P368 花田淳司（富山大理）・川村隆一（富山大院理工）他 2
名　南米大陸の標高改変がもたらすモンスーン及び
南大西洋収束帯の変化

P369 小畑淳（気象研）　北大西洋への淡水流入に対する気
候炭素循環モデルの応答

P370 青木優佳・伊藤久徳（九大院理）　4 次元の telecon-
nection

P371 立花義裕（東海大 /IORGC）・小木雅世（JAMSTEC）
オホーツク海の海氷とアムール川の淡水流入の変動
が負相関になる理由は北極振動にある

P372 田少奮（日大文理）・森田有香（都立大）他 1名　モン
ゴルの植生活動における気候条件の影響

P373 萩野谷成徳（気象研）・徐健青（FRCGC）　NDVI から
推定したチベット高原上の熱収支

P374 昆盛太郎（筑波大院環境科学）・林陽生（筑波大院生命
環境）　根圏の水分量が熱収支の季節変化に及ぼす
影響

P375 米田次郎・大場良二（三菱重工）他 4名　サウジアラ
ビアの砂漠緑化に伴う大気環境改善の研究

P376 久保川陽呂鎮・藤原正智（北大院地球環境）他 2名　
全球・非静力学大気モデルを使用した対流圏界面領
域の解析 - 水惑星実験の結果を用いて -

P377 大楽浩司（防災科研）・黄文峰（農工研）他 3名　洪水・
渇水リスク評価のための領域大気・陸面・河川結合
モデルの開発

P378 西 澤 慶一・吉田義勝（電中研）他 1 名　NCAR 
CCSM3 の長期ランに基づく日降水量極値の変化予
測

P379 庄建治朗（名工大）　古日記の天気記録による琵琶湖
における 18 世紀以降の渇水傾向の評価

P380 大垣内るみ（FRCGC）・阿部彩子（東大気候システム
/FRCGC）　完新世中期のアフリカモンスーンとアジ
アモンスーンにおける海洋の役割の対比

P381 五味千絵子・葛葉泰久（三重大生資）他 1名　降水タ
イプに応じた降水の極値の空間的広がりに関する研
究

P382 高 藪 出・ 佐 々 木 秀 孝（ 気 象 研 ）他 2 名　MRI-
RCM20km-V1 版の降水ヒストグラム

P383 遠藤洋和（仙台管区気象台）他 4名　20km 格子地域
気候モデルによるヤマセ型低温の再現性

P384 根本由紀子（気象予報士会）　夏の最高気温と標準偏
差

P385 関隆則（気象予報士会）　日射加熱率の緩和時間でみ
た、甲府における気温変化の特徴

P386 市瀬和義（富山大人間発達科学）・木下正博（滑川高）
他 1名　富山湾における蜃気楼の発生理由 Ⅷ ～定
点カメラによる観測～

P387 吉野純（岐阜大院工）・竹内紘基（出光エンジニアリン
グ）他 2名　中部地域全域を覆う 333mメッシュ超高
解像度風況マップの構築

P388 小村裕子・金子大二郎（松江高専）CO2 排出量に及ぼ
す首都圏都市気象の影響推定

P389 栗田進（気象研）・神田学（東工大院理工）　局在する
ビル群直上での乱流の応答特性

P390 藤原忠誠（北大院環境科学）・藤吉康志（北大低温研）
他 1名　Plume の特性と対流混合層の発達過程
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